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地域である｡ ｣ (沖縄県農林水産部2000: 1)
｢県土の総面積は2,267km2であり,うち沖縄本島は総面積の53% (1,202km2)で最も
大きく,次いで西表島,石痩島,宮古島と続き,この4島で全体の約83% (1,872km



















つけた農業であった｡ ｣ (戸谷1995: 53) ｡
｢戦前(1934-36年平均)と復帰直前の1971年時点との,それぞれの産業別所得構成























が,その前途は必ずしも楽観できるものではない｡ ｣ (戸谷1995: 74-5) ｡
｢農家･農業就業人口の動向についてみると,農家数では復帰以降減少の一途をたど






産額で見ると沖縄農業は停滞または衰退の傾向を示している｡ ｣ (大城1997: 8-9) 0
｢サトウキビは本県の基幹作物として, 1960年代から重要な役割りを果たしてきた作
物である｡復帰直後の138億円から85年まではほぼ直線的に上昇し, 374億円になった｡





















も類などはほぼ横ばいで推移している｡ ｣ (大城1997: 21) ｡
2)各農業部門の現状







業は39,000人で7･0%) ｣ (沖縄県農林水産部2000: 5)
｢農家所得については,兼業機会が少ないこと等から全国(都府県)平均の51.9%と
低水準にあり･全国との格勤ま依然として大きい.又,農業粗生産額,生産農業所得







































前年に比べ1, 100haの減少,樹園地は2, 110で10haの減少,牧草地は5, 040haで190haの
増加となった｡ ｣ (沖縄県農林水産部2000: 13)
r県及び市町村,農業委員会等の関係機関･団体では,平成8年度から｢農地流動化
1 ･ 1 ･ 1の1,000ha運動｣を展開している-- (1人で1年間にlha以上の利用権
設定)により,県全体で1,000haの農地流動化(利用権設定等)を達成しようとす
る｣ ) (沖縄県農林水産部2000: 14)
｢県下6市町村を重点市町村として選定し,県農地流動化促進連絡会議による現地指









6億円)花きが16.2% (160億円) ,豚が15.9% (157億円) ,野菜が13.3% (131億













































































































12,残り8島は竹富町に含まれている｡ ｣ (石垣統計情報出張所1997: 2)




夏場は30℃を越える日が多い｡ ｣ (石垣統計情報出張所1997: 3)
｢年間降水量は,石垣島2,065.8mm,西表島2,342.5mm,与那国島2,332.7mmとわりあ
い多く,特に5-6月梅雨期と8-9月台風期に集中するので,その時期に降雨が少









た｡ ｣ (宮井･中村1963: 47)
｢経営規模は一戸当り平均lllaでlha以上の農家は農家戸数の42.6%である｡ (196
0) --1950年にはl ha以上の農家が農家戸数の26. 4%であったから10年間に農家戸
数が増加した上に経営規模も拡大した｡ ｣ <表28　農家戸数> (宮井･中村1963:
47)









甘煮(砂糖)は29.2%から17.1%に減少している｡ ｣ (宮井･中村1963: 53)
｢米は琉球でも政府の買上げによって換金作物となった｡八重山では1期作, 2期作,
陸稲を栽培しているが, 2期作,陸稲の作付は少ない｡水稲は1960年1期2期合せて
4,114トン, 10a当り収量は1期作で191kg (1.3石) , 2期作で120kg (0･8石)であり,













になった｡ ｣ (宮井･中村1963: 58)
｢1958年(昭和33)八重山製糖株式会社が磯辺に大型分蜜糖工場を建設,翌年から操
業を開始した｡ 1961年(昭和36)石垣島製糖株式会社の製糖業が許可され,現在大型
蜜糖工場の建設をもくろんでいる｡ ｣ (宮井･中村1963: 58)
｢パインは1883年(明治21年) /J､笠原諸島から在来種を導入,沖縄本島国頭郡に広め
たのがパイン栽培の初まりである｡八重山では1930年(昭和5年)台湾から種苗を取











まれていたことによる｡ ｣ (宮井･中村1963: 74)
｢かつて牧場は村の共有であり,放牧は自他村の区別なく行われていた｡自村外-の
放牧は他村民に委託して報酬を与えていたといわれる｡現在牧場は町有地などに多く,























































































































ことから｢亜熱帯海洋性気候｣と言われている｡ ｣ (石垣統計情報出張所1999: 4)





年には6,492戸で, 35年, 40年と増加していたが, 45年は一時減少したものの50年か
ら増加に転じ年々増加し平成7年には14,207戸となっている｡これを昭和60年と比べ
ると1,918戸(15.6%)の増加となっている｡一方,人口は昭和30年の33,131人から3





















ある｡ ｣ (喜舎場[1935] 1975 313) 0
｢本町に於ける農家戸数は二,一四一戸で,其の利用する耕地は田四, 0 0九反歩,
畑-0, 0六一反歩,外に民有有租地で山林四五,五六一反歩,牧場一三,一八0反










反当り2石余の増収を得て居る｡ ｣ (喜舎場[1935] 1975 315-6) ｡
また,米生産高累計年比較表(自昭和4年至昭和9年)によれば,昭和4年から9年の
間でもっとも作付面積および数量が多かったのは, 1期作が4,158反9,012石(9年) , 2
期作が2,799反(8年) 3,239石(-7年)であるが, 1期作が面積はほぼ一定で数量が倍増
しているのに対して, 2期作は面積数量ともに年によって増減している｡














































は,作付面積を拡張するのも考えものだ,ということになる｡ ｣ (新井1969: 16)










(義-7) ｣ (新井1969: 17)
｢現在石垣には,畜産業としては肉用牛があり,ショートホーン種, -レホ-ト種が
中心であり,沖縄本島に生産仔牛を移出している｡だがその経済上の役割はごく僅か
である｡ ｣ (新井1969: 20)
｢石垣でも離農,離村現象はみられ,そのうちでも1 5才以下の農家人口の減少が著



































る｡ ｣ (石垣統計情報出張所1999: 15)
｢平成7年の経営規模別農家数をみると, 2ha以上は772戸(45.2%)を占め,次い
で0.5-1.Oha未満が298戸(17.4%) , 1.0-1.5ha225戸(13.2%) , 1.5-2.Oha186戸









































を示している｡ ｣ (石垣統計情報出張所1999: 22)



















































成9年は58t収穫され,元年に比べ50t (625.0%) ,出荷量は5ltで44t (628.6
%)とそれぞれ大幅に増加した｡ ･-･･また,バナナ及びパパイヤは収穫量38t, 6 t,
出荷量3lt, 5 tとなっている｡これを平成元年に比べると,それぞれ収穫量45t
- 19　-
(54.2%) , llt (64.7%) ,出荷量31t (50.0%) , 3t (37.5%)の減少となっ









めて10億円の大台に達した｡ ｣ (石垣統計情報出張所1999: `31)












































































































































































































































































































































































































































































































































て嘉平村となれり--寛永六年｣ (川平部落会1950: 2) ｡
｢安永五年の大飢催事和二年並に嘉永五年の疫病其他マラリヤ等により人口減少して
衰微して久場川　内原の二部落となり人口昭和五年十二月現在は五四三人で宝暦三年
の人口調査票と比較して却って四八人減少せる状態なり｣ (川平部落会1950: 3) ｡
｢マラリヤ予防班設置前当部落の大正十年十二月の戸数は-0三戸　人口四八五人な





に農業の総べてが稲作に集中されて居る感がする｣ (川平部落会1950; 15) 0
｢大正十年頃台中　長稀嘉義愛国等の優良品種が当時指導層により移入栽培されたが
--･此の蓬莱種は終了に於いて取扱ひの便質に於いて在来種より卓越せる所あり玉,
六年の後には在来種は其の姿を消したり｣ (川平部落会1950: 16) ｡
｢甘庶も在来種(読谷山種)から優良品種たる大茎種に移り在来種と改良種は其の比
ではないので-,二年の短年月に於いて見事改良され在来種はたちまちにして廃れた
り｣ (川平部落会1950: 17) ｡
｢畜産は有畜農業上欠く可からざる物で本部落でも古から重/重視され稲作と相併行
して不動産を求めるに必要な資金は総べて畜産より出て居る　本部落の富豪家は比の

















われている｡ ｣ (川平村の歴史編纂委員会1976: 8) ｡
｢慶長の検地(1611)の記録には『川平間切川平村』とあるが,寛永6年(1629)間
切改正の記録には『嘉平村』とある｡ ･--宝暦3年(1753)の記録には『川平村』と
あり,以後川平村に定着しているようである｡ J (川平村の歴史編纂委員会1976: 2
1)｡
｢川平村は石垣島の西北部,八重山支庁より北北西四十八粁(戦前は四里二十町とい
_.つていた)の地点にある｡ ｣ (川平村の歴史編纂委員会1976: 21) ｡
｢村の発祥の地は仲間村であるといわれる｡仲間岡を中心にして南風野屋,仲底屋,
高屋,仲間屋があり,少し離れて田多屋があって,この王家から村は始まったといい






































































を決定した｡ ｣ (川平村の歴史編纂委員会1976: 179) ｡
r青年団　創立大正10年　構成年令16才より21才まで｣ (川平村の歴史編纂委員会1
976: 200) ｡
｢大東亜戦争後は青年会と改められた｡ ｣ (川平村の歴史編纂委員会1976: 201) ｡




































































A会長｡ ｣ (原岡1969: 26)
｢ 【部落会〕 :各世帯主を会員とする｡会費は本年の場合, 4$35¢ (男の世帯


























































































れていることと即応する｡ ｣ (林1969: 31)
｢土地が門中間の社会関係,あるいは本分家関係に影響をもっていないことは,川平
のばあいにも妥当するだろう-∴-土地所有における不平等も,家格には何ら関係ない
ものである｡ ｣ (林1969: 32)






















つまり,本家は意織的に区別されているだけで, <性> ･ <年令>による基準が,条
























まで, ｢ヨ-マ親｣を自分の親より深く患うそうである｡ ｣ (林1969: 36)
｢現在の川平においては,血縁的ないしは｢家｣的な結合原理にもとづく｢ヒキ｣関

















めた｡即ち, ｢ユイ｣の方式がこれであり,八重山では｢ユイマル｣ ･ ｢ユイマロ｣



















-　による区別が明確である｡ ｣ (林1969: 38)
｢このようなrユイマル｣にかかわる主催者と労力提供者との間の関係をみると大き











































に思われる｡ ｣ (林1969: 4卜2)
｢give and takeというよりもむしろreceive and retunとしての意味の方が妥当であ
る｡ ｣ (林1969: 42)
｢帳鰍ま各戸がもっており,しかも記入は｢借り｣た分だけで,貸した分は記入され
ない点は注意に催しよう｡ ｣ (林1969: 42)















樹園地で耕作地の8 0%を占めている｡ (義-3) ｡八重山の中心農作物はパインア
ップルとさとうきびであるが,川平もこの二つの農作物が中心であることがこの表よ
ー　43　-








ためである｡ ｣ (新井1969: 13)
｢6 7年度八重山要覧によると全八重山の6 3年度の反当り平均農業所得は, 3 3.
36ドル, 66年のそれは, 32. 28ドルである｡川平の平均農業所得を(表-















組合員2 5名が6 0-クタールの川平牧場に肉牛およそ6 0頭を放牧しているのが注






社の他, 〔改良普及所〕 (琉球政府機関)がある｡ ｣ (原岡1969: 24)
｢○　主要業務:改良組合は,市の助成の下,道路の改修･整備をする｡これは組












い｡ ｣ (原岡1969: 24)
｢ 〔牧野組合〕 〔畜産組合〕両者共, 4年前(昭和39年)に誕生｡前者は牧場主の
団体であり(28人加入) ,後者はより小規模に飼育している人の組織である｡ ･･--
仔牛の購入価格は,現在1 20-1 30弗である｡これの35%を政府が補助す
























































































































































































































































































































































































































































川平部落会, 1950, 『郷土史』 ｡




林正昭, 1969, r rユイマル｣ -村落生活における協同労働｣早稲田大学アジア学会第7
次八重山調査隊『八重山調査報告幸一川平･古見-』 , 30-42｡
原岡信, 1969, ｢川平の公的社会組織｣早稲田大学アジア学会第7次八重山調査隊『八重
山調査報告幸一川平･古見-』 24-29｡
宮井隆･中村泰三, 1963, r農林業｣大阪市大八重山群島学術調査隊『八重山群島学術調
査報告書』 , 147189｡
八重山支庁農林水産振興課, 2000, 『八重山の農林水産業　平成11年度』八重山支庁農林
水産振興殊｡
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<資料>
※本資料は,川平集落の歴史を編んだもので,縦書きで手書きで記されている｡石垣市
図書館に所蔵されており,閲覧に際しては,多大な便宜を図っていただいた｡感酎申
し上げる｡
一九五〇年　　郷　土　史　　川平部落会
緒言
吾々は自分を知り親を知り祖先を知ると云ふことは自然の人情であり又当然の筋道である
と思ひます　即ち現在を知ることによって過去を知り将来を慮ふ事によって人類の進歩も
あり発展もあり努力もあり得る事だと息ひます　比の意味に於いて此の際当/｣､学校の六十
週年記念事業の一つとして部落の史記を書き残して将来の為にかなればと思ひまして郷土
史の編纂をなす事になり衣に筆を執る事にいたしました
何しろ記録不十分である為部落の古老の侍説や口碑によりまして出来たもので史実として
どうかと思はる点もあると息ひますが此の点皆様方の御賢察と御判断によりまして補って
下さる様あらかじめ御ことわり申しておきます
次に編纂委員の方の労を感謝しながら担当記事を御紹介いたして諸言といたします
川平郷土史編纂委員長　石垣永正氏
同　　　副委員長　島袋清一氏
同　　　幹　　事　大底広吉氏
同　　　　　　　　南風野治氏
同　　　　幹事補　仲本英珍氏
同
編纂委員
-.部落の沿革編
-.教育編
-.産業編
-.宗教編
-.衛坐編
-.人物編
-.名所旧蹟編
-.風俗習慣編
-.政治編
一九五〇年十月編纂
一九五一年　月浄書
南風野暮-氏
南風野英助氏
仲本英助氏
南風野栄副氏
南風野英三氏
仲野源雄氏
喜舎場兼美氏
喜舎場兼次郎氏
大仲松氏
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日　　次
第-章　沿革
沿革
第二章　教育
沿革大要
本校の現況
創立以来歴代校長
創立以来の教職員
線算開
塾稚圃
第三章　産業
農作
農機具類の改良
畜産
工業
交通運輸
第四章　宗教
群星御轍
山川御療
赤色目宮鳥御撤
浜崎御赦
測地御赦
観音堂
久場川節鼻世がなし
第五章　衛生
衛生
第六章　人物
仲間満慶
石垣永牌
保嘉真山戸
我那覇親雲上
仲間松大主
事舎場兼清
西垣松
島袋松
南風野実
宮良直明
仲本英領
高嶺保塁
一貫
四
八
一〇
一四　四　　五　七　七　九　〇一一一　一十十一二
一一二　二　三　三　三　　五
二　二　二　二　二　二　二　　二
七　八　九　〇　〇一一二　二　二　三　三二　二　二　三　三　三　三　三　三　三　三　三
石垣永宣
宇根永春
第七章　名所旧蹟
仲間岡
獅子岡
ヤドピキ屋
火番岡
アムヤナア
大和基
パンダキ岡
屋皐基
於茂登ノ樺
荒川
川平湾
パマサヤ
ヨウン　ユカザ　ナアチヤ
ウレマ野　ビシクマ
メーラーア-パー川
ヤード-アブ
タダバナリ
第八章　風俗習慣
服装
余事に関する風俗習慣
冠婚葬条
相互扶助
農耕と山刀
ヤーザライ
ステユイ
四　四　　五　五　六　六　七　七　七　八　八八八九三　三　　三　三　三　三　三　三　三　三　三　三　三　三
〇一一一四　四　四　四
二　三　五　五　五　六　六四　四　四　四　四　四　四
部落沿革編
嘉平村
昔神代時代は仲間に部落は在り其の時代の元家は現在は四家で子孫繁栄して居る
嘉平村元家南西野家の火の神の神名は(クリフウロル元ヌウフヤン)
其の子孫分家したる火の神の神名は(クリフウロルパイテヌウフヤン)
仲底家火の神の神名は(ウルカウロル元ヌウフヤン)
其の子孫分家したる火の神の神名は(ウルカウロルパイテヌウフヤン)
高屋家の火の神の神名は(イレトーアレト-ウロル元ヌウフヤン)
其の子孫分家したる火の神の神名は(イレトーアレトークロルパイテヌウフヤン)
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仲間家の火の神の神名は(ナカマバラウロル元ヌウフヤン)
其の子孫分家したる火の神の神名は(ナカマバラウロルパイテヌウフヤン)
田夢家の火の神の神名は(タダバラウロル元ヌウフヤン)
其の子孫分家したる火の神の神名は(タダバラウロルパイテヌウフヤン)
但し田夢家は現在廃家になれり　-
右の五家の子孫が康がり交通の便や文化の進むにしたがい下-下-と村はひろがれり
右五家元屋外に一､二の(元ヌウフヤン)はありますが之等の元家は仲間村より各部落に
庚がりたる後一家を建て始めたる元家なり
右の五家の元家より康がりて現在百戸余りの戸数が(パイテヌウフヤン)である事又は昔
よりの停説により村の始めは仲間村であった事が分るのである
-.寛永九年より中山府より在藩を置き
向十八年より慶安二年迄大和在藩を置きて統制をはかると共に外冠に備-た
-.元緑十年七月十三日異園人漂流して嘉平村大兼久浜に着く
時の在藩頭諸役人彼所に到り何園の人なるか尋ねたるも言語通せざる為に知ること能
はざるも糧食十五日分をあた-て順風次第蹄国せしむるべく世話せるが故に喜色満ち
たりしも其の後如何なる事にか怒気を起して刀や槍を持ちて糧食の世話人を刺し怒気
ますます増長せるにより村人狼狽して騒動せるにより時の役職にありし宮良長亮が先
頭に立ちてこんこんと異国人を制止するもさわざ止まず長亮仕方なく彼等と闘って征
服す
其の後部落は仲間　西村　慶田城　玉得　久場川　内原の六部落をして嘉平村となれ
り
-.寛永五年八重山の租庸を上中下下々の四段に分ち男女の頭数に賦課せらる
-.同年全島を宮良間切　大浜間切　石垣間切の三間切に区分し川平村は宮良間切に編入
せらる
宮良間切　宮良材　石垣村　嘉平村　仲筋村　波照間村
新本村　平田村　ふる村
石垣間切　殿城村　竹富村　黒島村　花城村　右見村
新城村　小浜村
大浜間切　小浜村　崎原村　大城村　白保村　平久保相
場開村　慶田城村　輿那囲村　西表村
(新川大川はそれより四十七年後延賛二年に出来た)
-.享保十七年黒島村住民四百名を喜平村属地野底野に移住させて野底村を新設す
-.賓暦五年より崎枝　伸筋　梓海　野底の四村は喜平村の属地にして政治を行えり
-.安永五年の大磯催事和二年並に嘉永五年の疫病其他マラリヤ等により人口減少して衰
微して久場川　内原の二部落となり人口昭和五年十二月現在は五四三人で賛暦三年の
人口調査表と比較して却って四八人減少せる状態なりしも近来マラリヤ皆滅と共に他
より移住民も嬉々増加して繁栄に向ひつつある
-.昭和十九年十一月大東亜戦争中沖縄戦線直前大島沖には聯合国の潜水艦の出没甚だし
き頃日本海軍の命により当部落民十六才以下六十才以上の者及び婦女子は全部宮崎解
に疎開する事になった　当時の部落会長喜舎場兼美氏は疎開該当者の前途を憂慮し決
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死の覚悟をして軍に対し度々哀願陳情し最後には部落有志南風野英助　岸本亨　崎山
用次の各氏を同行して陳情に及び遂に疎開せずに済んだのである
教育編
川平小学校
(1)沿革大要
延徳二年石垣市に学舎を創設して儒学教育の端緒を開いて二三六年後の享保十年(皇紀二
三八五年)川平に始めて学舎を設けて士族の子弟を教育して来たが明治二十三年六月廃校
の止むなきに至る
-.明治二十三年六月
(六月七日)
-.同年八月
-.同二十四年四月
-.同二十六年四月
-.同年五月
-.同年十月
-.同三十年三月
-.同三十九年五月
-.同四十三年
-.大正三年四月
-.同六年五月
-.同七年四月
-.同九年九月
-.大正十二年三月
-.同十三年
-.同年十二月
-.昭和三年四月
-.同四年九月
-.同五年一月
-.同年二月
-.同年
石垣南尋常小学校川平簡易小学校創立
授業生喜舎場英○氏当校勤務
学校世話係を置く　喜舎場兼清氏を任命
大川尋常小学校川平分教場と改稀
始めて女性徒十名入学
大川尋常小学校川平分校と改稀
世話係を事務係と改稀
始めて女子の卒業生を出す
独立して川平尋常小学校と改稀
訓導大浜信卓氏初代校長に任命
校舎を始めて瓦葺に改築　運動場拡張し風琴を創設す
石垣尋常小学校川平分教場と改稀
裁縫嘱託女教員任命　本校裁縫科設置の噸矢とす
独立して川平尋常小学校と改稀
独立開校式を行ひ記念事項として字民父兄一同体操器具並に
旗竿を設置す
伊舎堂孫訓導兼校長に任命
女子青年団修養会を開く
学重合を初めて開く
青年夜学会創設
処女会創立発会式を行ふ
高等科併置し川平尋常高等小学校と改稀
校舎狭除に付校庭に掘立小屋を建て傾教室とす
校舎改築工事に着手
新校舎に一部学年を備教室より移持す
全校児童新校舎に移持す
御木本異珠養殖場より飲料水タンク寄附
(工事費百円)
男女青年圏門柱並に水タンク寄附
宮良直明外三名より学校敷地を寄附す
-　61 -
-.同八年九月
-.同九年四月
-.同十一年二月
-.同十二年二月
-.同十三年二月
-.同年三月
-.一同十四年一月
-.昭和十四年一月
-.同十五年一月
-.同十六年五月
-.同年十二月
-.同十七年-ニ月
-.同年五月
-.同年六月
-.同十八年六月
-.同年七月.
一.同十九年二月
-.同年七月
-.同年九月
-.同年十月
-.同年十一月
-.同年同月
-.昭和十九年十一月
-.同年同月
-.同年十二月
稀有な暴風の為校舎大破損せらる
梓海傾教場廃校となる
修繕工事完了し本校舎に移持す
風琴一台後援会より寄贈(価格百二十円)
紀念木植樹大兼久ヤラブ播種
堆肥舎落成　学校後援会労力寄附
本校より初回の八重山農学校入学者を左の通り出す
卒業生　仲本英一　仲本英清　石垣安倍
在学生　仲野静子
高等児童修学旅行をなす
養豚舎落成　川平女子青年団より子豚一頭寄附
畜産教育の目的を以って尋五以上女児に養豚せしむ
農業教育研究会主催農場現地品評会
県系指定学校経営研究会
御親閲派遣(郡代表として仲桝忠蔵君)
大東亜戦争宣戦布公
大東亜戦争第-周年記念日
石垣永美氏仔牛一頭寄附
峰浜朝一氏山羊一頭寄附
青年学校々舎落成
綜指定青年学校経営　軍人援護　興亜教育研究会開催
支鹿長束恩納寛仁氏　視学天顔朝行氏　山口町長　南風原社
会教育主事　女学校長新壇良栄氏　各国民青年学校長及び教
頭　青任束校肝二名　正午より研究会開催　翌日午前十時終
了
初五以上修学旅行
校庭に於いて仲本軍曹　前浜伍長の町葬あり
川平駐屯隊来着全校舎提供
隊長渡部高太郎中尉以下
石垣島敵機来蕪爾後頻々として空襲を受く　されど当部落は
四ケ並に大浜町に比し被害少く授業等も比較的支障なかりし
は不幸中の幸なり
当部落宮崎解-疎開(核当者のみ)に就き怨談の為平良署長
石垣町助役等来字
宮崎旅団長閣下　大舛支庁長　井上海軍大尉　翁長町長石壇
助役宮良社会教育主事　於青年会館部落民-御講演引繍き海
軍部隊立入禁止区域決定
職員児童部落移樽作業に協力　九日間臨時休業(高田方面)
前記部落移特取止め
川平駐屯海軍部隊長大河原茂美中尉全校児童に対し御講演
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-.同二十一年四月
-.同年同月
-.同年五月一日
-.同　同月二八日
-.同年同月二九日
-.同年七月
-.同二十二年四月
-.同年四月
-.同年五月
-.同年九月
-.同年十月
-.一九四八年十一月
-.同年十二月
-.一九四九年三月
-.同年四月
-.一九四九年四月十五日
-.同年四月十八日
-.同年七月
-.同年十二月
-.一九五〇年四月
(2)本校の現況
教育方針
本校舎使用不能の為第-､第二学級青年学校々舎　第三学級
芭蕉工場に行ふ
翁長町長真書屋氏　学校被害状況視察の為来校
校舎復旧工事着手
学校復旧工事-鷹終了(三教室)
本校舎にて授業なす
初等学校に改稀　高等科七､八年と改稀
校舎復旧工事委員会並教員増加の協議会
工事着手
校舎修理作業終了
部落負担教員増加なる　従来の三学級を四学級に改正　宮里
昌子教官補任命
川平実業高等学校開設さる
七､八年実高校生修学旅行
クリスマス学碁会開催
学制改革により実高校廃止
川平小学校と改稀
川平中学校併置さる
傾校舎建築開始
傾校舎落成
中学校開校式並祝賀会
川平小学校創立六十周年紀念日　高宮文教部長　石垣教育課
長　安室孫亨氏　部落民多数来校盛会なり
養護助教諭設置さる
教育基本法第-候に基き現下の状況並校区の実状に鑑み健康なる子弟の養成を期す
教育基本法
節-候(教育の目的)教育は人格の完成をめざし平和的な社会の形成者として寅理と正義
を愛し個人の償値をたつとび勤労と責任を重んじ自主的精神に充ちた心身と共に健康な
社会人の育成を期して行はなければならない
設備
-.校地　敷地-,〇八三坪　運動場九二〇坪　実習地八〇坪
-.校舎　教室五六坪　職員室十二坪　其の他十五坪　侭校舎三〇坪
在籍　四月三十日現在
小学校
性別　学年
男
女
中学校
十　五　〇吉　四　五六二五　七　六四四?三　五　九二f七一…七
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性別　学年　一　　二　　三　　計
男　　　　八　　三　一一
女　　　　八　　六　　五　一九
高校入学者調
一九四八年　二　農高校
一九四九年　三　農高校
一九五〇年　三　一　高校
二　農高校
卒業生累計
校別　性別
小学校
男
六九二
中学校　　　　九
計訪l〇
五一〇
女　四一
二
過去-ヶ年出席調
小学校　九九･〇五
中学校　九七･七八
(3)創立以来歴代校長
勤務在校年月数
日明治二十三年六月
至JJ　二十四年四月
自〃　二十四年四月
至JJ　二十五年三月
自〃　二十五年四月
至JJ JJ　　八月
自JJ　二十五年九月
至JJ　二十六年五月
自JJ　二十六年五月
自JJ　二十七年一月
自JJ　二十七年五月
自〝　二十八年十月
自JJ　二十九年十一月
自JJ　三十一年一月
自明治三十一年二月
日岡　三十四年一月
日岡　三十四年六月
自同　三十九年
至JJ　四十年三月
自同　四十年四月
至JJ　四十二年三月
自JJ　四十二年四月
至JJ　四十四年三月
氏　名
喜舎場英整
大宜見信一
大浜方意
大宜見信一
桃原永彦
同
石垣用宗
花城永能
事友名盛清
帝久村正至
波照間永彦
桃原永清
大浜借卓
同　人
喜友名盛清
書舎場永掬
出身地　　　摘　要
石垣　　　石垣尋常小学校
川平分教場授業生
大川　　　大川尋常小学校
川平分教場授業生
大川　　　授業助手
大川　　　授業生助手
大川　　　授業助手
同　　　　雇教員
同　　　　准訓導
登野城　　同
同　　　　同
大川　　　雇教員
登野城　　准訓導
大川　　　同
同　　　　同
同　　　　訓導兼校長
登野城　　同
同　　　　同
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自JJ　四十四年四月
自大正三年四月
自〟　　　四年十月
自JJ　　　五年四月
自JJ　　　七年四月
自JJ　　　九年三月
至Jl　　十一年三月
自JJ　　十一年三月
至JJ　　十二年三月
自大
至JJ
自JJ
至昭
正‥　　和 十二年三月
一四年三月
十四年三月
二年三月
自〃　　　二年三月
至〃　　　三年三月
自JJ　　　三年三月
至JJ JJ　八月
自JJ　　　三年八月
至〃　　　七年八月
自JJ　　　七年八月
至JJ　　十二年三月
自JJ　　十二年三月
至〃　　十七年三月
自〝　　十七年三月
至JJ　　十九年三月
自JJ　　十九年三月
至〝　二十一年三月
自　一九四六年三月
至　一九四八年三月
自　一九四八年三月
至　一九五〇年三月
自　一九五〇年三月
(4)創立以来の教職員
勤務在校年月数
日明治三十六年五月
白岡　　四十年四月
白岡　四十二年四月
白岡　四十四年四月
大浜改良　　　大川　　　同
仲嶺正能　　　登野城　　石垣尋常小学校
川平分教場訓導
平良加那助
伊舎堂孫詳
同　人
嘉手納喜昌
沖大　同　石 縄　川
訓導
訓導兼校長
壇　　　同　　　　死亡
宜野座安知　　新川　　　同　　　　死亡
当山鉄三　　　黒島　　　同
竹富農業組合長
宮川盛保　　　登野城　　同
披名城長耀　　石垣　　　同　石小校長
鏡平名知秀　　沖縄　　　同
佐久真長助　　新川　　　同　石垣市社会
厚生課長
大浜信光　　　大川　　　同　補給部長
黒鳥善萄　　　新川　　　同　死亡
島袋盛文　　　沖縄　　　同　浦添村長
波照間永郎　　登野城　　同
仲本正貴　　　石垣　　　同　大原校長
宮村致佑　　　同　　　　同　石中教諭
織名信光　　　岡　　　　同
氏　名　　　出身校　出身地　摘　要
喜舎場兼清　　　　　川平　　事務係
島袋其津　　　高卒　　同　　　代用教員
南風野賛　　　同　　　同　　　同
仲野加那　　　同　　　同　　　同
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白岡　四十四年
白岡
自大正　　六年五月
日岡　　　七年四月
至同　　十二年三月
自
至同　　十二年三月
白岡　　十一年八月
至同　　十二年三月
白岡　　十三年三月
室岡　　十四年三月
自同　　十二年三月
至同　　　同　六月
自大正　十二年五月
至同　　十三年三月
白岡　　十二年七月
至同　　十三年二月
白岡　　十三年三月
至昭和　　五年三月
自大正　十三年四月
至昭和　　三年三月
自大正　十四年四月
至昭和　　三年三月
自大正　十五年三月
至昭和　　三年三月
自昭和　　三年三月
至岡　　　七年三月
日岡　　　三年四月
至同　　　九年三月
白岡　　　三年四月
至同･　八年三月
白岡　　　五年四月
至同　　　同　八月
白岡　　　五年九月
至同　　　七年三月
白岡　　　七年三月
至同　　　九年三月
自同　　　七年三月
至同　　　十年三月
自昭和　　八年三月
同　同　同　同
意
芳　○　芳孫当倍堂堂浜　山舎舎大村伊伊
石垣孫亨　　　検定
宮良嘩　　　　高卒
石垣借弘　　　検定
伊志嶺安甫　　同
大浜芳　　　　高卒
田場由起　　　同
音舎場兼美　　同
岸本まかに　　同
伊舎堂孫意　　同
宮良静　　　　岡
新壇常祥　　　一中
石垣永正　　　検定
仲本笑　　　　工峯
宮良直太郎　　師範
大浜寛行　　　検定
織名信光　　　師範
大浜寛惟　　　同
異島節　　　　工轟
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大川　　同
登野城　准訓導
大川　　裁縫嘱託
同　　　准訓導梓海勤務
石垣　　波照間校長
荒川　　裁縫科嘱託
喜舎場嘩
大川　　健在
同　　　石垣市役所
石垣　　裁縫科嘱託
登野城　梓海勤務
川平　　同
同　　　裁縫科嘱託
大川　　准訓導
石垣　　裁縫科嘱託
登野城　健在
川平　　現部落会長
同　　　仲野笑
同　　　死亡
石垣
同　　　現校長
同　　　熊本校教諭
/｣､浜
至同　　　九年三月
白岡　　　九年三月　　石垣敏夫
至同　　十一年三月
白岡　　　九年三月　　伊舎堂秀
至同　　十一年三月
日岡　　　十年三月　　嶺岸東○
至同　　十三年三月
白岡　　十一年三月
至同　　十二年七月
白岡　　十一年三月
至同　　十二年三月
日岡　　十二年三月
至同
白岡　　十二年五月
日岡　　十二年九月
至同　　十三年八月
日岡　　十三年三月
師範　　大浜　　在東京
同　　　大川　　健在･
同　　　登野城　在岩手
玉代勢秀当　　同　　　石垣　　死亡
大浜はる　　　同　　　大川　　死亡
山城よし　　　同　　　同　　　在東京
上地文-　教員養成所　中頭　　在沖縄
謝花寛一　　　師範　　那覇　　在沖縄
田本大志　師範二部専攻科　石垣　農業
日岡　　十三年三月　　宮良当典　　新竹中学　大川　　死亡
至同　　同　　十二月
白岡　　十三年十二月　上原とみ
LL:　　EZa
至　白日
同　　十四年三月
召和　一四年三月
日岡　　十五年四月
白岡　　十四年四月
至同　　同　　八月
日岡　　十六年三月
至同　　十七年三月
白岡　　十七年三月
至同　　十九年三月
白岡　　十六年三月
至同　　十七年一月
白岡　　十四年三月
至同　　十八年三月
白岡
至同　　十八年三月
白岡　　十八年三月
至同　二十一年三月
日岡　　十八年三月
工重　　岡　　　在沖縄
論
島　　教児縄校鹿沖原在在大保頭川自　国大　同
定女
範範検高師師中一
l
ま一書は倍信節川　田浜城北前大　山
石垣竹　　　　師範　　同　　　石垣校教諭
宮良敏　　　　一高女　同　　　石中
川村俊夫　　　師範　　大島　　在大島
仲本正貴　　　検定　　石垣　　大原校長
豊里繁　　　　　　　　自保　　在沖縄
崎山英美　　　師範　　大川　　在輿那国
崎山好　　師範専攻科　輿那国　同
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室岡　二十一年三月
日岡　　十六年三月
至同　二十一年三月
白岡　　十八年三月
至同　二十一年八月
日岡　　十九年三月
重岡　　同　　八月
自昭和　一九年九月
至同
日　一九四六年三月
室岡　　　　　四月
自　一九四七年五月
至　一九四七年十二月
自　一九四六年八月
至　一九四八年三月
自　一九四六年八月
至
自　一九四七年十二月
至　一九四八年三月
自　一九四七年九月
自　一九四七年
自　一九四七年十月
至　一九五〇年三月
自　一九四八年三月
至　一九四九年三月
自　一九四八年三月
至　一九五〇年三月
自　一九四八年五月
至　同　　　十一月
自　一九四八年十二月
至　一九五〇年三月
自　一九四九年三月
自　一九四九年五月
至　一九五〇年三月
自　一九四九年九月
自　一九四九年三月
至　一九五〇年三月
自　一九五〇年三月
自　一九五〇年三月
自　一九五〇年三月
石垣永正　　　検定　　川平
仲本英助　教員養成所　同　　　農業
宮良静　　　　二高女　新川　　在沖縄
崎浜朝一　　　水産　　川平　　農業
宮良千代　大阪実践女　石垣
大浜成　　　　八重農　大浜　　大浜校教諭
藤田長信　　京城師範　石垣　　平異校教諭
長田信一　教員養成所　同　　　沖縄通辞
平良米　　　　八高女　同　　　石垣校教諭
宮里昌　　　　同
西垣竹二郎教員養成所
仲本英助　　　同
平川　同　同 現数論
沖縄通辞
宮里英詳　　　師範　　石垣　　石垣校教諭
波照間みね　　八高女　川平　　登野城校教諭
豊川永保　　台北商業　登野城
新城幸　　鹿児島高女　石垣　　石垣校教諭
仲本英清　教員養成所　川平　　現教諭
高嶺美音　　　農林　　同　　　農高助教諭
伊良皆高庸　　二中　　新川　　現教諭
崎山用直　教員養成所　登野城　農高助教諭
内原英芳　　　農高　　石垣　　現教論
崎山用昭　　　三中　　石垣　　同
安里房　　　八高女　　新城　　同
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自　一九五〇年四月　　大浜耀　　八重農　石垣　幼稚園
自　一九五〇年四月　　披名城政　　同　　登野城　養護婦
(5)線算調べ(一九五〇年度)市関係
一九五〇年度方出予算　川平小学校
-.諸給二〇,四二八円
養護婦月手当五七五円　年六,九〇〇円
使丁日給十五円　一人三六五日分　玉,四七五円
養護婦使丁増俸見込額　三, 〇九三円
宿直賄料職員五円　使丁三円　三六五日分　三,九二〇円
住宅料月五〇円　三人-年分　-,八〇〇円
時間外勤務手当平均六〇円　四人分　二四〇円
二.需要費　一三, 〇〇〇円
事務並教授用備品消耗品代　一三, 〇〇〇円
三.修繕費　三, 〇〇〇円
校舎修繕費　三, 〇〇〇円
橡算総計　三六,四二八円
川平中学校
-.諸給　一八〇円
時間外勤務手当平均六〇円　三人分　一八〇円
二.需要費　二三,八七五円
三.修繕費　一, 〇〇〇円
橡算総計　二五, 〇五七円
(6)幼稚園設置
郡下各部落に幼稚園設立し居るも当部落には其の設置なく日頃部落民の間にも其の必要を
要望し来りしも実現を見ず遺憾に思って居た処石垣永正氏部落会長に就任するや東奔西走
し一九五〇年四月幼稚園の設立を見たのである
わかば幼稚園と命名し初代園長識名信光氏保栂大浜輝子
在籍
男　七　女　-一　計　一八
産業編
-.農作
本部落は相当古くから農業を以て本業とし農業より生ずる収入を以て家庭生活より公殊に
至る殆んど線べてを賄ひ農業以外の仕事と云い共其の見るべき物なく自給自足に止まる
主なる農作物としては米粟甘藷大豆変甘庶等があり米と大豆は本部内に於て其の産地とし
て有名である米を以て唯一の換金作物として居る関係上稲作に於いて最も関心が排はれ古
るから行はれて居る行事より今日に至る行事の上より察するに農業の線べてが稲作に集中
されて居る感がする
稲作面に於いては部落附近と遠方で高田クウラ方面であり東に行って梓海(現在富野)方
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面に夢少あるのみで僅かな面積なりしに今より四十年頃前崎枝部落の廃村により其の部落
民所有を全部買占め又近くはフ-ネ-方面の一部をも買占め伸筋梓海方面-も進出其の約
三分ノニ以上を買占むりに至り今日は七､八〇町歩の水田面積獲得し住民の生活を潤はし
て居る
右の作物は其の栽培起源詳かでないがアヨ-ユンタの文句より見て稲粟の栽培されしは相
曹古いようである然し皆在来種でありシヌグ　イネ　アカブザ　シソ-　ピネジュ　ウシ
ノー等の稲であり此の種は草丈高く穂にはヒゲがあり取扱ふ度に人にささって気持が悪く
田圃より藁のままを束ねて家へ持ち締り家の前か後に丸く積み置き(シラと稀す)必要に
鷹じて一束二束取下す等其の不便察するに余りあり
大正十年頃台中長橋嘉義愛園等の優良品種が当時指導層により移入栽培されたが長い間の
在来種に執着した頭首な者も少くなかったが此の蓬来種は収量に於いて取扱ひの便質に於
いて在来種より卓越せる所あり五､六年の後には在来種は其の姿を消したり
大豆は島豆小浜豆等が役来栽培されて居たが昭和八年頃優良品種ヒクアンダー青ヒグーの
移入により改良されたが青ヒグーは何日か其の姿を消しヒクアンダーのみ栽培されるに至
りしが質に於いては在来種を凌ぐが収量の点には在来種に似通ふて居る地方によれば在来
種の方が収量に於いて優秀な所もあるので現在は本部落がヒクアンダーの産地の王座を占
めて居る
因に一九五〇年行った八重山復興博覧会の出品を見るに一等一点二等一点三等三点の成唐
を得て居る
甘藷に於いては昭和初年頃改良を見たが従来アカグクラガー　ア-パが栽培されて居た
が之亦綜一号等の優良品種の移入が噂矢で百号其の他個人移入ではカメガ-インナヨ一等
があり現在は綜一号が廃れた外三種が栽培されて居る
甘庶も在来種(諌谷山種)から優良品種たる大童種に移り在来種と改良種は其の比ではな
いので一､二年の短年月に於いて見事改良され在来種はたちまちにして廃れたり
其の他の作物に於いては民間移入栽培があったが見るべき物がない
農機具類の改良
農耕用牛の掛ま元来旧式鞍で木の自然に曲った物を利用一対に組合はせて用ひ来れ共大正
五､六年頃八重山営林所の山原松伐採に当り日本内地人の松木搬出に股鞍(直木の二本組
合せた物と木の自然曲りを組合せた物)を使用せしにより其の割合製作が簡単で然も頑丈
なる為め今日は殆んど之を使用するに至れり
鋤は元来旧式ヤマのみにて畑には鉄の-ラ水田には木製の-ラを用い来れども明治四十三
年頃クラブ(右-か-して前木の中央の所に土切りの輪車を取付けた物)が使用されて居
たが大正十年頃より台湾鋤の移入を見逐次クルバシャ等の便利な物も台湾式を鷹用された
其の後昭和五年頃優良農具が日本内地より輸入され現在の磯野鋤を使用するに至れりしも
旧式ヤマは取扱簡便で場所により必要に付今尚は散見せらる
稲こきに於いては新式みのる式脱穀機が昭和八年頃日本内地より移入され能率的-大飛躍
であった　それ以前は竹を人差指の長さ程度に二本切り其の二本の片方に藁を以て連結し
フドーシと云ふ物を作り稲を-徳-穂そいで居た上人夫で一人一日十束(マラギ)をそぐ
のが精一杯だっただろうと思ふ　其の後シンパが流り居りしも急激な農業の進歩には間に
合はず新式脱穀機の出現によりシンパも其の影をひそんだ
-　70　-
畜産
畜産は有畜農業上欠ぐ可からざる物で本部落でも古から重要視され稲作と相併行して不動
産を求めるに必要な資金は絶べて畜産より出て居る　本部落の富豪家は此の畜産より築き
上げた家が多い耕作用として各戸に牛一頭馬一頭以上を所有するのが常であり繁殖用とし
て牧場を経営して繁殖せしめ有曹農業を保たしめたり　明治三十五､六年以前はウレマ野
牧場のみにして其の後石崎牧場をまき其の他に中筋梓海牧に股がり牧場全盛時代であった
部落民の所有する牧畜の数は実に三百頭余もありと云ふ余り繁殖し過ぎて限られた面積に
ては耐え兼ね周囲の垣の不完全も手樽ひ次第に脱走して附近の作物に被害を及ぼす事度々
被害を賠償させられたり小言を云はれたりして次第に牧場-の不熟心となり当時は本部落
民のみの経営でなく新川を主として四ケ字よりの加入があったが経営困難の為め一人減り
二人減りして遂に昭和四年頃石崎牧場の廃牧となり其の他の牧場も次第に耐え兼ねて廃れ
残るのはクレーマ野牧場のみとなれり部落の習慣として従来牧ユリと稀して稲の刈入れが
済むと同時に牧場を開け放ち外はみじゆぬ岬に門戸を立て内原を除く外全地域に亘り自由
に牧畜せしめて居たが蓬来米の栽培爾後二期作の栽培により牧ユリが禁ぜらるに至り益々
牧場の経営は困難が重なるばかりこゝに又石崎牧場に代るべきテチバリ牧場を昭和五年頃
牧くに至りしも昭和七年川平石垣間の解道の開竪となり幅三間の門戸は持績困難となり之
又廃牧の憂き目に逢ひたり　たまたま昭和十四年屋良部町有牧場を民間-貸付けるのを幸
機に改良牧場として竣工をみたるもだにの発生及び牧場内に開墾地があった為め被害を及
ぼす事又度々僅か二､三年にして廃牧となる　それ以前即ち昭和八年石崎牧場を新らしく
牧場に復活したき菅ありて向ふ十五ヶ年の年限を以て一部部落民に貸付けり昭和二十三年
には期限満了多少契約の変更はあっても今日迄持耕し来れるが終戦直後僅かに三十頭との
在籍頭数なりしも爾後牛馬不足に痛感繁殖に懸命目下在籍百頭を越えたる為め六十町歩の
地域にては飼育困難と云ふ見越から一九四九年(昭和二十三年)越地牧場を牧くに至れり
昭七､八年頃改良和種の移入により逐次牛種も改良されつつあり目下は優良牛をさえ産出
して居る馬に於いては割合牛の如く熱心を欠げて居る
工業
昔土石半の使用されしは其の形跡に明らかでない大正の初頃より以前鍛治屋を上と下との
二ヶ所に置き部落内より適任者を鍛治工に当たらしめ部落民の農具の修理製作に従事せし
めたり鍛治工には村事(村作業)を免ぜらる特典があり一般の工賃は夫役(手間代り)を
以て替えて居た旧十一月七日はフ-キの祝いと云ふて部落各戸より穂米を出し合ひ祝費其
他鍛治経営の費用に充て明治三十年頃迄部落経営として繰き来れり其の後民間-移譲した
るも町の優良技術に比較して依然として技術奮はず次第に使用者減り廃業に至れり
農村部落として両も米の産地として昔乍らの労力不経済を考-させられ其の実行伴はざる
欠点ありしが昭和十三年川平に於いて機械力使用のトップを切り石垣永美氏篠原光次郎氏
共同経営の精米所をグサマド-大屋異津氏の畑に設置せられたるも永績せず昭和十七年川
平農事実行組合共同にて宮島御赦後方に精米所を設置し部落民の便宜を滴りたるも作戦上
場所をウラバリ仲本英領宅墓場後方林中に移特部分○の入手困難燃料の入手困難で終戦と
共に使用不能に陥ち昭和二十二年惜しくも他部落-棄却され部落民は文明の利器を失ひ在
来のヒキウスを止むを得ず使用せしめらるに至れり
交通運輸
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従来交通運輸の機関としてなく頼みとするは馬の背中ばかり籾運搬から石垣街の交通貨物
の運搬に到る迄馬を頼る外なかったが昭和七年川平石垣間の鯨道開通を機として馬車を使
用する事になり終戦直後自動車の運行が始まり
民政府経営の定期バス貨物車としては川平実行組合と浦崎栄一氏の共同経営に係る自動車
の運行により産物の搬出町との往復下駄履きのまま街-の往復も出来る部落民の喜び従来
山村僻地宝の持ち腐れも遂に実の宝と化し街-御目見えする等之等交通運輸機関に於いて
部落民の文明-の大接近なり
昭和七年頃石垣川平線道路開整昔時田舎に斯る大中の道路はさほど必要を感ぜなかったせ
めて馬車が通れば満足と考え自動車の運行等は夢だに見なかったが今日夢だに見ざる物が
現実に現れ部落民を喜ばせるは之時代の流とは云-戦争の副産物とも云-よう
宗教編
-.群星御藤
昔時仲間村時代(弘治年間頃)或る夜半南風家々人某が目を醒まして身たるに中天にある
群星の直下より現在御撤地位に長堤燈の如き不思議の火が上下-昇降し居たるを認めたる
に其後必ず神日和には前記の如き堤燈の上-下-昇降したるを以て現場に至りて見たるに
白米の粉を以て周囲を印されたるを見家人は勿論のこと村中にも語り合ひ御叡建設の御指
示なりと協議一致し此処に拝所を設け五穀の豊作を祈願し古顔の如きも本御練に於いて施
行し居るものなり
尚神司は南風野屋の娘をして御神の御選定に従ひ任じ川平最高の御敏として崇拝し現在に
於ける氏子
-.山川御癖
昔時平田主は上国の都度悪天候に煩はされる事多く或時宮古滞在中離水港の御森に海上安
穏の祈願をなしたり若し念願通り叶ひたれば帰郷の暁は此の御寂の神の御袖を賜はり来り
て-教を建つとの念願をなしたり　時に念願通り叶ひたるにより御敏を建てたり之山川御
赦なり
現今は猪垣の廟等は本御鍬に於いて神司によりなし居るものなり然して平田主の本妻には
女子なく内縁関係に在りたる直地家の女との間に女子を産み其の女子は長じて後田夢家に
嫁ぎたるにより御赦元は平田屋(現在波照間本家)なるも神司は復田夢家の女子より神の
御選定により任じ居るものなり現在に於ける氏子
-.赤色目宮鳥御赦
昔時当字の農作物を守る為め野尾と稀する役目あれり此の役目は毎月出四ケして字石垣の
宮鳥御寂に行き農作物の経過報告なす事となれり然して其の野尾には小浜屋の男が其の職
に在りしが右は宮鳥御寂の神司の女の子と内縁関係を結び後年に至り宮鳥御練の御袖を分
賜して川平に-御轍を建て出四ケする事を省けり之赤色目宮鳥御叔なり
神司は小浜屋系統より神の御選定により任ず現在に於ける氏子
-.浜崎御癖
昔時八重山より上園の際は川平湾に待機して風波の順良なるを見計ひ出帆するを常とせり
或る時或る八重山の上層部の役人が川平に於いて順風の日和を待つ中前田夢家の女子と内
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縁関係を結び其の女は川平湾(現在御鍬の位置)に於いて海上安穏の祈願をなしたり其の
信仰深き事琉球王の耳に入り琉球王より香蛙を賜はり此所に-敏を建てたり之浜崎御赦な
り
然して琉球王は使を通じて其の女の最大希望を聴きたるに女は基なりとの答により官費を
以て基を造り輿-たり尚基造る工事中彼は浦田より水を汲みて湯茶を炊きしが其の水を級
みたる川を｢う○つかさ川｣と稀し其の下の平原を開田して彼に奥-其の田の米は現在に
於いても豊年条の時は一升花を御供-し居る
神司は前田夢系統より神の御選定により任ず氏子
-.測地御赦
由来鳩開村穀物の神を紀れる友利御敏の御神の御袖を分賜して一癖を建て作物の神として
'拝み居るものなり
現在に於いてはヤーラ頗節条の神頗等は本御教に頗ひ終り居るものなり
-.観音堂
昔桃林寺の僧上国の際川平湾に風波の順良なるを見計らはんとして投錨せる時同行の小僧
は何気なく散歩に行きたるに風は順風となりたれば舟子勇んで僧の一行は小僧の事も思は
ず急ぎ舟を出しぬ小僧は後から来て其の有様を見て落臆して逆風となりて再び此の港に船
をいれさせ給-と祈願す出帆した船が平久保崎に居る時小僧の祈願通り風が急に北に廻り
逆風となりて船は再び川平湾に戻り来りて小僧を共に乗せて無事那覇港に着くを得たり其
の後小僧は出生して俳像四個を携-来りて祈願せる場所に於いて堂を建立す之観音堂の始
めなり
尚川平に於いては喜舎場家が観音堂とは由緒深い
-.久場川　節其世がなし
昔時仲間村時代にも川平村民の最も快楽なる遊びは節遊びなれり　或る旅人が節遊びの日
南風野家を訪問して日く自分は旅人なるが夕刻より此の村中に一夜を泊めさせて貰ふ可く
乞ふけれども一人として泊めてくれる方なく困却せり乞ふ今夜一夜を泊めて貰ひ度しと云
ひしに南風野家の家人は深く同情し謙遜に且つ町噂に此の旅人を迎-たるに旅人は深く満
足して更に日く
自分は人間に非ず天使なり人間に農作の途を授くべく命を受けて下りたり依って其の法を
授けんとて兵世がなしの神説を唱-博習せしめたる後､後年自分の代りに戊年生れの男子
を命じ戊日に神説を唱-ば諸作物の豊収疑なかるべしとて姿を消え去れり　然る後南風野
の諸作物は年と共に豊収を得何不自由なく暮したれば村人は不思議に思ひ其の異相を聞き
たれば南風野家の家人は前記の事実を語り聞かせたるにでは来年よりは是非私にも其の鼻
世がなしを御迎えさせてくれとの懇願により現在に於ては各戸共御迎えして居るものなり
然して南風野家の祖先は遺言としてトニ元屋の次は南風野家より分家したる者の家を他家
より兄に御迎えするとの事を子孫に遺言せりとの事なり
衛生編
衛生
昔川平部落は四ケを離れること五里二丁町の処にありて道路険悪交通不便にして病魔の為
め惨惰たる苦痛を受けつつありたり
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其の民間療法としては草根又は犬等を食しつつ過ごせり
然るに幸いにして東京帝大医科大学教授三浦医学博士の調査を始めとして次に侍研技師守
屋医学博士調査をなされたり
明治四十二年額当局は大浜用要略議の発言により初めて衛生技師中川恒次郎氏を派遣し予
防撲滅に従事せしめられたるも経費の都合上間もなく予防事業を中途に廃せられ当時の有
病地住民は悉くマラリヤ羅病せる惨状なりしも顧る人なかりき　而して一方有病地帯の住
民は年々萎廓衰退を辿りつつありて到底黙認を許さざるに至れり
衣に於て官民有志相計りてマラリヤ撲滅期成会を組織し会長に譜久村正恭氏を推し其の○
に陳情するに至れり依って大正十年十二月隷防班なるものの設置を見るに至れり　これよ
り先大正八年台湾線督府防疫官羽鳥重郎氏の調査あり績いて翌大正九年内務省留学博士宮
島幹之助､田辺両氏を派遣せられ実施踏査をせしめられたり両氏はニケ月余滞在せられて
密なる調査を遂げられ現在マラリヤ防適所は其の報告に基き設置を見たるものと云ふ
音字住民は其の恩恵により健康を維持しつつあり其の一例を示せばマラリヤ予防班設置前
部落の大正十年十二月の戸数は一〇三戸人口四八五人なり
現在比較
音字中央にある宮鳥御敏は草木繁茂しマラリヤ予防撲滅に障害ありと宮良予防班長は仲野
防疫監更に命じ部落民との打合せをなし昭和元年より五年迄の間に伐採作業を決行せり
明治三十五年赤痢病発生せるも花城医師村役場より派遣せられ患者の治療に従事されたる
為死亡者なく全治せり
大正八年コレラ病流行せるも部落民一致団結其の予防対策を講じ当字に患者二人を出した
るも死亡者なく全治せり
腎療機関としては花城医師内藤医師瀬之口医師伊波医師の諸氏川平に駐在し腎療事務に従
事されたるも其の後村医及び町医制度になり時々出張して昏療事務に従事しつつあり
人物編
-.仲間満慶
今から四百五十年前仲間村に於いて父を元の主母を仲間つかさとして生れた我が郷土の産
んだ大英雄憲章姓(英)の元祖である
其の当時八重山は群雄割接の時代で各地に頭目が居り其の中で石垣の長田大主川平の仲間
満慶大浜のオヤケアカハチは特に有名であった満慶は武重に時代を見る事に於いて其の名
は高い事大主義の長田大主と熱血漢のアカハチの相反せる思想の中にあって満慶は常に鼻
理を愛し正しき理論を説いて八重山の将来の事を深く考-て居た
アカハチは満慶の存命中は自分の思ふ通り出来ないと思ったのか或一日白馬の御馳走をす
るからとて満慶と長田大主とをナカスメ-と云う所に招待した　長田大主は病気と耕して
出席せなかった(アカハチは長田大主は欠席すると想像して居たに違ひない)満座は今日
の招待は只事でない危険をはらんで居る事を察しながら至誠を以て道を説くは武士の道な
りと覚悟を決し畢身其の場-行かれた其の場で両雄火を吐くが如き論争されたが意見纏ら
ず遂に満慶は締られた
アカハチは大勢の討手を繰出し弓矢を以て満慶を追った
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満慶は鉄扇を出して飛んで来る矢をはずしながら後-後-と蹄らる途中かねてアカハチの
策略で掘ってあった落し穴にあっと云う間に落ち無念の涙を呑みつつアカハチの卑怯なる
仕業を馬笑しつつ八重山の将来を思ひつつ最後をとげられた(道の要所要所には数多くの
落穴を掘ってあったと云ふ)
ヤドピキヤーは満慶を煎った霊場で七夕には一門の方々が御参りされる
二.石垣永牌
一名元宮良の主とも云ひ嘉善姓(永)の元祖で今から三百二十年前の人　昔時八重山は石
垣大浜宮良の三間切に区分されそれぞれに頭が居られたその頭を主とも稀す
氏は宮良の頭をして居られ博愛心信仰心深く常に住民を愛して居られ又外国人とも交際し
て外囲の事情も知って居られたと云ふ　住民は氏の徳を慕ひ尊敬し氏の人望は日に日に高
くなって来た　之を見た外の役人が嫉妬心を起し何か其の人の揚足を取るべく探して居る
内七氏がキリスト教信者である事が分った(当時キリスト教は厳禁されて居た)ので其の
事を中山王府に告訴され遂に裁判となり火刑の判決を云ひ渡されたが泰然として受刑され
たと云ふ
火刑執行の日薪を積み其の上に永牌翁を坐らせ役人が火をつけると傘をさして煙と共に昇
天されたのを見たと居ひ侍へられて居る　火刑された場所に堂を建てて一門の人々が信仰
して居る　其の堂にちなんで其の屋敷をオンナ-ヤーと呼んで居る
附記　この事件は日本の島原の乱より前の事で日本の或るキリスト教会には氏の事が記
されて居ると云ふ
三.保嘉真山戸
仲間村時代の人で仲底家の元祖　部落西南方にある水質良好な飲料水として部落民の愛用
して居るフガカーを発見して掘られた恩人である仲間村の住宅より現在の部落に自分の基
地を選定する為に往復されて居る時物のいびきの音が毎日同じ所で聞-た　之は不思議と
思ひ或る一日立寄って見ると桑の大本の根に大蛇がいびきをかいて寝て居たので此所は吃
度何かの知らせであるに違ひないと恩ひ其所を掘られたところが清水が噴出たので井戸に
されたのである氏の功横を永遠に残すべく昔時の人々が氏の名にちなんで保嘉川(フガカ
ー)と命名したのである
いびきの音は大蛇のいびきとも云ひ又は水の噴出る音であったとも云ふ　此の河は昭和十
四年改修し簡易水道を設置して利用し居たが資材其の他の関係で永績する事の出来なかっ
た事は遺憾である
尚力も非常に強くあったとの事で別名を仲底力とも云ふ
梓海のサーラマに鬼が居て人々に害したので鬼征伐をされたと云ふ
四.我那覇親雲上
宮良屋の元祖である　昔時首里城の城壁が何回積み上げても長持ちせず崩れるので遂に其
の工事を八重山-命ぜられた
八重山では人選の結果竹富の西塘氏を主任として川平の我那覇右兄の赤嶺両氏此の三人を
石垣積みに派遣された優秀な技術者揃ひで城壁は見事に出来上ったのである
其の時積み上げた石垣は大東亜戦争まで百年の間現形のまま残って居たが沖縄戦線で破壊
され現在は跡形もない
石垣積みの功により親雲上の職と東西苗代十二から田を賜った
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其の後幾十年時代は変り琉球より役人が各地を逃視に来られ住民の世論を聞く為集合させ
た席に於てチビビク屋の加那某と云ふ人があんな大面積の苗代田を一人で占有するとは不
当であると異議申出があり親雲上の子孫は祖先の功績により琉球王より賜はった証文も確
にあると云ひ遂に調査する事になった
琉球王より戴った証文が板に書いてあった為に数十年の間に白蟻の被害を受け又時世も変
り置披不充分との理由でその田は取り上げられたのである
今日部落民が東西苗代を唯一の苗代として使用出来た事は親雲上の功績を無にする様にあ
るけれども又一面加那真の奇抜な質問によることである　氏を配れる墓所に子孫は旧一月
一日と旧九月九日には墓参して居る
玉.仲間松大主
元官長の主に随行して度々旅をされた旅先で武重を覚え武重の達人であったと云ふ　大主
の役名を輿-られた
仲間家の元祖であらる　仲間家には大主の肖像画を軸物にして拝んで居る
有名な人物であるが此の人に対する侍説があまり無く知って居る人もないので委しく書
く事の出来ないのは遺憾である
六.喜捨場兼清
慶慮元年生れ其の当時学校なかりしに為に会所(寺小屋)に学び独学力行して廃藩置綜前
は筆者と云ふ役職を勤め其の後教員(当時事務係)村会議員区長等の職を奉じた部落出身
者にして右の職を勤めた○○は氏が初めである
部落の指導者として轟挿し東京大博覧会の時は郡より選ばれて参観の光栄に浴した
あの昔時階級意識の濃厚な時代に於て常に四民平等を唱-何事も平民的であった事は氏に
先見の明があったと云-よう
尚部落で一番目に瓦葺を建てて部落民に刺激を輿-たのも此の人である
七.西垣松
慶鷹二年生れ学校に出ないので無学文盲でしたが其の当時村の総代其の他の職をして一般
から慕はれた徳望の人
音の人ではあるがよく時代の進展と併行した想恩を持った人と云ひ得る　氏が子孫に遺さ
れた言葉に｢自家は部落内に空屋敷を以て居るが之から部落の二､三男が分家する為に屋
敷にさせれと云ふ人が居れば惜しまず交換して作らしなさい｣と云はれたと孫の昇は話し
それを履行して居る
八.島袋松
島袋ア-シユの次男として明治十九年に生る当時の生徒は尋常科(四年)卒業で満足して
居たが氏は好学心の篤い人でそれで満足せず高等科(登野城校)に入学した部落より高等
科に入学したのは氏が初めである　卒業(四年)後は教員をして将来を嘱望されて居たが
天斜こは勝てず二十四才の若さで死去せるは本人の為部落の為遺憾である
九.南風野斉
明治二十四年生れ資性温厚な人で第二回目の高等科卒業生
教員を振り出し徴兵検査には近衛歩兵として入隊し除隊後部落に居て活躍して居たが大志
をいだいて台湾に渡りあの当時台湾は就職難でしたがよく努力して警察界に入った部落民
にして海外に雄飛せるは氏が始めである
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蹄郷して町会議員となり部落発展に関する種々の計画を立て居りしが寿命轟き四十六才の
働き盛りで他界せるは遺憾である
一〇.宮良直明
貧農の長男に生れ幼にして父を失ひ母親の手で成長した
自分の家に不動産の少なきを憂ひ勤勉貯蓄して遂に崎枝赤崎に水田を買求め農業に精励し
昭和　年崎枝原野に開墾を始め居りしも戦争の為中止せざるを得なかった崎枝に開墾を思
ひ立ったのは氏が始めである
一面教育にも熱があり長男直太郎を部落より一番目に師範学校に入学させ卒業後川平校に
教鞭を取って居たが一年足らずで死去せるは独り宮良家の残念ばかりでなく部落としても
遺憾とする所なり
右は故人となられた方である尚其外に川平節で名高い大名屋ぬカンチ　後浜屋ぬナべマも
居るが其の侍説が不充分の為掲載出来なかった事を遺憾に思ふ
仲本英領
明治十三年生れ′｣､学時代より秀才であり沖縄本島に共進会のあった時生徒絶代として学校
事務係喜捨場兼清と同行して沖縄-行った事もあり
八重山第三回目の徴兵検査に目出度く合格入隊日露戦争に出征して軍人の最も名著とする
金鶴勲章を戴いて蹄郷し其の後村会議員区長となり部落の為に壷した
子女の教育に理解あり激励し子女四名にそれぞれ中等教育(沖縄学校)を受けさせた人で
ある
言葉は少いが実践力のある人
高嶺保里
高嶺ア-シユを父として明治十六年生る其の当時平民の子弟は学問なんかせんでもよいと
の思想の下に於て氏は学問が好きで熱心に勉強したと云ふ農家の二男で分家して自力を以
て田畑を買求め農業に精励し篤農家として表彰された事もある
子供の時の勉強が物云はせて農会絶代に当選して働いた
自分が思ふ通り教育を受ける事の出来なかった事を念頭に置き子供等には希望通りの教育
を受けさせる可く決心し二人の子に中等教育を受けさせてある
石垣永宣
幼にして父母を失ひ姉等と共に一家を経営して成人した
農業の傍ら音楽に趣味を持ち当地で音楽の大家として知られて居る
壮年時代激労の為老年に至りリョウマチスを息ひ歩行困難となるや時間の空白を惜しみ草
履作りを始めたそして草履代を貯-て戦争中は献〇〇〇〇〇〇〇職員に草履を無償で配り
在職員を感激させた事もある
仕事の余暇には歌詞や作曲をなして楽しんで居る荒川平節外に多くの歌詞がある
宇根永春
明治二十五年宇根家の四男に生れ高等小学校を卒業し兵隊に行き除隊後分家し自力で不動
産を買求め一人で製糖用具を取揃へ大規模な農業経営をし部落の為には区長部落会長をし
た　農事は現在は子に任せて公共の為に為に働き殊に学校に対して献身的に労力を惜しま
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ず表し歴代校長先生を感激させて居る
前後二回に亘り学校功労者として表彰されて居る
名所旧庚編
仲間岡(モリ)
仲間岡は獅子岡と相並んで立派な夫婦の小岳である両岡とも海抜約　　米あり仲間岡は仲
間村の盛んな時代に仲間満慶と云ふ英雄が居住した岳で名高く同岡に登り四方を眺むれば
川平地区全景が見渡され遠く平久保崎石崎鳩間島西表島屋良部崎等を目前に映じ洋々と紳
く大海原に雄大な於茂登山を眼前に控-て北の大自然の裡に仲間満慶も一大英雄となられ
た甲である
獅子岡
獅子岡は怪傑浦慶が岡の中腹北側に二個の巨石を運びて獅子の顎に擬し以て川平村の守護
の為に建設したもので其の名を附せられたが中山から派遣された視察員が此の獅子は正し
く中山を訊ふものであると誤認し直ちに下顎を破棄し尚村民唯一の仲間井戸まで埋めたの
である
爾後川平村より満慶の如き英雄の生れ出ないのも其の為だと古老は云ふて居る
ヤドピキ屋
往昔の大英雄仲間英極満慶氏の生存中八重山の善政の企劃川平村向上発展への対策及び八
重山防衛上の秘策を練られた所で川平で最も名高いヤドピキ屋である同所は上段と下段と
に別れて居る上之段は満慶翁の英霊を御紀りせる所である毎年七夕条には都下の憲章姓
(英)一族相集ひ慰霊祭が行われ満慶翁の英雄を子々孫々の至るまで尊奉しその遺志を継
承せんと数十名の人々が来られ盛大な七夕条を施行されて居る尚一般の人々も折あれば参
拝して居る
下之段は満慶翁の生存昔時御使用せられし武器類を格納せられし所である
翁死去昔時は石戸を立て開閉自由なりしも数年後に至り盗難の慮れありとして密閉し今日
に至ったのである故に開閉自由なりし当時の名稀で岩戸引屋(ヤドピキヤ)と耕されて居
る
ピイバンムリ(火番岡)
通信機関の無かった当時火番役が常置されたのである火番役は責任観念の強固な動作の機
敏な者より通常二人選定されたのである火番役の任務は沖縄から宮右を経て八重山-来る
船(ヤンパルセン)が平久保崎より現れたら早急に蔵元-飛脚が通報する重大な責務を負
はされたので其の時の乗用馬は誰の馬でも命令一下乗用が許された当時険悪な四里余の悪
道路を一時間で乗破し石垣の町中よりも川平パチケ-パチケ-と大管で群衆の中をもかま
わず乗馬が許されたのである昔時の火番役は見張りしながらサーラ蓮を一ケ月　牧製作し
て納付の義務があった
尚当時の火番所は平久保川平崎枝竹富各部落に常置され夜間航行船を平久保火番が発見す
れば直ちに信暁火を以て川平火番と連絡し川平石崎を廻航すれば崎枝火番が発見して竹富
火番と連絡して常に密接な連携を保ち沖縄からの船に対し十分な処置が出来たのである
アムナヤア
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アムナヤアは下田原地区大川良の上流にあって海岸より現場まで約三千米余にある川幅約
-間余水は二又より合流して-丈余の高さより白布を晒した如く落ちて下の大岩に砕けそ
の飛沫は物凄く四､五間先へ飛び其の轟音は数百米より聞-誠に神々しい八重山の小瀧で
ある　此処は川平の俗名でミズムトと稀し大草魅の際は雨乞の祈願を致す所である
雨乞祈願の為め同所-の登山人は川平宮鳥御癖の神司及び水姓の女外　名の定員が祈廟登
山するのである祈願者は五十才以上の中老婦人に限られて居る此処-は平素も雨乞祈願
の折にも成る可く男子の立寄りは遠慮して居る
大和基
山原山中にある二個の大和基は明治十八年西所長が大袖村(フシテ)の廃村の基を平家落
武者の基と誤認し散点せる基の白骨を一ヶ所に合赦し墓標を建てて大和基と独断命名した
のである
-)1ンダキ岡
仲間岡獅子岡の後方にあるこの岡が西岡の如く高ければ俗名火の神の様に三つ並立したで
あろう　此の岡を夢くの人々は間違って火番岡と云ふて居るその理由は川平部落より旅立
ちする人あれば此の岡にて盛大な見送りをしたのである当時の定期船の出帆は概ね夜間で
船が屋良部崎を出るとパンダキに集まった若い男女が各自三十束宛携行した藁を六尺丸に
束ね之れに火をつけて高く上げ此処が郷里であるぞと此の火により別れを告げたので火番
岡との間違いがある
屋島基
屋島墓は川平石崎牧場内の四ヶ所の岩穴にあり同所は屋島の戦ひに敗れた平家の落武者の
基なりとの侍鋭あり尚彼等は遠く屋島より漂流し同所に来たり生存せんと企てたるも偶々
川平婦人数名が薪を頭に載せて俗稀マラグカ坂より登るのを見て吃驚し此所の人間は人食
人種なりと恐怖し全員自殺せりとの侍説もある
於茂登の山樫
山原荒川太田梓海に至る於茂登山の中腹に数十本の山樫が点在す此の樫の木は何処から飛
来して今日に及んだが勿論筆者も知らない　何人も此の樫木の生育せる経過を十分に知ら
ないので年号等明記する事は不可能であるが冬の小枯も過ぎて春来れば於茂登の木々緑葉
の中に締羅星の如く棚漫と咲き誇る山樫其の自然の光景こそ誠に麗はしい名高き於茂登の
山樫である
荒川
荒川は樺海部落に通ずる道路にあり水源は宮良川と同一なりと云ふ　この川は水量極めて
豊富で未来水力諸事業に対する最も有望な水源を保持せる川にて現在は宝の持腐れである
川平湾
川平湾は湾口北に向ひ南に入る湾の全長約三千米最深所十五尋最浅所四尋湾幅最長千米余
(満潮時)最短所二百米湾内にはムク離一本岸等がある湾壁にはユミ離マジヤ離クバ離サ
イ離等が点在す同湾は四季を通じて波静かで鏡の如く朝は彼の雄大な於茂登山のさかさま
に寓る其の大自然の光景こそ筆紙に現す事出来得ず月夜にトパルマを歌ひ乍ら烏賊釣りも
一入興味深い尚魚釣りに出ればタマン　クチナギ　アウムル　ガーラ等の上品な魚が何時
でも釣れる同湾は魚や烏賊章魚其の他の繁殖場であり尚捕獲場である戦前同湾に御木本幸
吉氏経営の真珠養殖をせるも中止となり現在では水産合のカキ飼育中である同湾は漁港と
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して且又避難港として群下第-の良港であることは敢-て過言でない同湾を築港すればニ､
三千頓級の汽船は楽に出入りが出来桟橋が出来れば横付け可能である川平部落の発展は川
平湾の築港により実現されるのである現在は宝の持ち腐れである此の湾に対し水産業者及
び為政者の実地踏査の上優秀な技術と計画により此の良港の利用償値を十二分に発挿され
ん事を切望するものである
パマサヤ
昔時の婦人は御用布上納物として上布を製品し上納するのであった毎年旧二月十日迄に製
品出木得た者は腕利優秀者として第一位を賞され藁馬を乗せて部落を一周せしめ未製品者
の奮起を促したのである斯くして徐々に製品された上布はパマサヤに持ち来り喜間は海浜
に晒し夜間は海水に沸け入念に晒したのである　その監視役として通常二人の婦人が置か
れたのである尚上布晒場清掃は若い女子が出勤して一片の小石もなく変畑の如くであった
上布の種類はビック布カナイ布等が最も優秀晶であった
偉観
ヨ-ン　ユカザ　ナアチヤ　クレマ野　ピシタマ
とまた松の下を通り来れば名高いヨ-ン山(夜晴山)に来る即ちヨ-ン山名稀の停説は今
から凡そ数百年前川平の精農青年が石垣の町より新妻を連行して帰川途中(現名ヨ-ン)
ヨ-ン山まで来ると冬の日はとっぷり暮れて暗夜(ヨ-ン)になったのでヨ-ンとの名稀
であるそれから数百米行くと益々歩行困難暗夜なので二人はとうとう野宿せねばならない
ので道端の芽を引き催宿を達成し其の夜は野宿をしたのでユカザ(奥座)の稀あり其の夜
は明けて二人は肩を並べて東の空よりの日の出を伏拝んだ所をナアチヤ(明日)と稀す
二人は元気溌制として家路-急ぐ途中の原野で部落の人々と出会った　会ふ人毎に御目出
度ふ御目出度ふ羨ましい羨ましいと云はれたのでウレマ野(羨野)　ウレマ野も過ぎて部
落近く-来ると親類の人々津山出迎-に来て居られた山迎への人々がボーレ-ピセマ川平
-御嫁に来てボーレ-ピセマと言はれた所が現在のピシタマである
メーラーア-パー川
右の川は川平越地牧場内に在る事の起りは川平宮長屋の英男と一里離れた崎枝の某女とが
果かない恋愛を致し人目を避けて月夜毎に密会し平石に二人共座して細長い小石を以て対
話中座せる平石を掘ったのである格言の通り思ふ念力岩をも通すと二人は面会する度に此
の石を掘りつつ未来の希望を語って居たが二人の恋はとうとう不成立となったが二人は死
後も同一視線の通ずる個所に於て墓場も造る事との約束で崎枝の方は亀川氏農場西側に川
平の方は底地に両も基口は格子戸式に造られて居たが先枝部落も廃村となりたる為川平の
方も現在移拝されて居る右同川は男の掘った方は浅く女の掘った方は深く掘られて居るの
で女は愛情が深く男は愛情が浅いと云はれて居る尚二人の絶縁対話中南北より大雨が降り
二人はびしょぬれとなり女は黒髪を散乱せしめて思ひ諦らめを暗示したと云ふ尚此の雨を
夫婦雨(ミュート雨)と云ひ又涙の別れ雨とも云って居る
ヤード-アブ
ヤード-アブは裏地原にあり此の洞穴の名稀の附された理由は昔川平に悪疫流行したので
其家の家族八名は此の洞穴へ避難したのであるが此の悪疫神は部落の民衆を大分苦しめて
居たが民衆之に対し相昔の予防を施したので悪疫神もとうとう部落の人間には敵はず引揚
げなければならなかったので蹄路路傍の洞穴に悪疫の種を全部ヤード-アブに捨て去った
-　80　-
∫
のである然るに洞穴に避難して居た八名家族が一斉に悪疫に確り倒れたのでヤード-アブ
(八名倒穴)の名の侍説がある
タタバナリ(田多離)
田夢離は川平大兼久海中に船艦の様な姿をして居る
此の石の侍説は左の通り今から凡そ五百年前字平得の田夢某が上沖中悪天候の為一時川平
湾に寄港されたその間川平の田多屋に滞在して優遇されて上押された蹄路土産として長持
(ヤフンガイ)を田夢家に贈呈された同家は不運にも火災に遇ひ全焼したが此の長持だけ
は完全な姿で何の変化もないので之は縁の悪い物として川平湾に流したが潮流により現在
の位置で化石となって雄々たる姿をして居る
風俗習慣編
-.服装
琉球藩王宮時男も婦人同様に頭髪を結ふ習慣で衣類及び其の材料も交通不便の為他よりの
輸入は極めて困難で従って自給自足により之を織られ婦人は書は農耕に出で夜間の内職と
して隣近相寄り芭蕉麻等の繊維をつむいで一家族の着物を手織すると云ふ実に不便な時代
で派手物を身に着ける事は普通家庭には難事で一般に芭蕉麻布の粗製晶で袖は短く廉く裾
は短く軽くと云ふ形で鵡服用として袖も裾も稗長い物を着用し帯には博夢帯風の物をしめ
婦人用にミンサ帯と云ふ少々派手味の物があって一般に賞讃されたのである　而して廃藩
置願と共に絡べての部面が改革され男子のちょんまげは時の川平校校長大宣見信一氏によ
り学童を最初に青年壮年老人の順序で断髪を決行したのでありますが老人組には二､三名
頑固な方もあって大正の初年頃までちょんまげの頭は-､二名見受けられたのである其後
日本々上との交易は次第に頻繁となり衣類織物其の材料等は町の呉服店より容易に入手が
出来帽子羽織袴足袋布帯と云ふ服装に一変して婦人の内職の苦労は昔の夢として消え去っ
たのである而し終戦後之等和服も次第に共の影を薄くなし今日では男女共に洋装-変わり
つつあるのである
二.余事による風俗習慣
昔部落は純農村故に農事に関する祭事が-ヶ年に拾数回も行われ此の祭事から来る風俗習
慣が又大なるもので次にイロハの順で之を記し度い
(イ)笛　大鼓　銅鍵等は毎年旧五月又は六月の穂利祭に之を鳴らし初め九月或は十月の
節条迄は之を鳴らして其の後は滅夢に此の楽器を使用せない事になって居るのである其
の由来を博聞するに穂利集　結原典　節祭は豊作感謝の祭で大いに踊り舞ひ歌ふ行事で
此の楽器を用ひ其の他の行事は豊作祈願の祭りで楽器を納めて真心を以て祈願をなし且
つ楽器を離れて大いに働く意と侍ふるのである
(ロ)ムヌン　此の余りは害虫に対する行事で-ヶ年に六回も之を行ふ明治三十二年頃迄
全住民が海浜に出る習ひでありましたが昨今は三人の祭司が部落民を代表して此の祭を
行ふ一般民は各自の田畑より害虫を取集め厚紙や其他の容器に之を入れて道端の見易い
場所に置く祭司は午後三時頃より別々に農道を通過し取寄せた害虫を集めて部落の裏海
岸に出て三人の条司の集めた害虫を一括して害虫除けの願をするのである而し今日の一
般民の害虫採集は全く之をなさない只集司が農道を通るのみで従って迷信的行事と青年
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層は論評するのでありますが諺に神は臼から助くるを助くの道理で此の行事も後何年績
くか疑はしい時代となった
(ハ)節条にシットイと云ふ他地方の人々が最も嫌がる遊びがある
之れは千鳥群と書いてチトレンニと呼ぶ　シットイは略稀である
節条は常に激労する農民を開放して官民の別なく男女老幼挙っての最大慰安行事で五日
間も績く真申の三日目の夜は踊る歌ふ飲む徹夜して遊んだのである　これは明治四十四､
五年前の事である而し人間の根気がそんなに績く筈はない一人去り二人去り終わりには
酒の豪者又は男女青壮年が残って夜明けと共に之等の連中が部落の中央の大道に出て昨
夜早引した人々を狩り集めて千鳥群の中に入れて早引の制裁として若い女子が面白半分
で青木の細枝でシットイシットイを連単して此の人々をたたくこれが有名なシットイで
ある而し今頃如何に慰安行事と許されても徹夜して踊る歌ふ飲むと云ふ馬鹿化た豪者は
一人も居ない故に若い男女が夜明け方集まって節踊見物にと他地方から来られた人々を
無理矢理に引張り出して此のシットイをやるために川平の節祭は他地方の人々に嫌がら
れ折角の慰安行事も傷物にされる事は筆者の最も遺憾とするところで片時も早くこの悪
習の撤廃を望むのである
(ニ)神トガ又はウヤミシャと云ふことがありますが之れは神事を軽んじた者が神前に於
て御詫びをすることで種子取ムヌン猪壇修理の日等は野火を厳禁し尚此の日は部落内に
は歌舞音響等も厳禁する又各拝所の奥殿には神司以外の人々は絶対に入る事は許されな
いのである　之等の定を破った者を神トガとして神前にウヤミシャをするのであるこの
神トガを行ふに本人を神前に遠に脆きさせ後手にして黒縄を以て手を縛り額を土につけ
て神前に供物を供-て神司が御詫びの顔を終るまで身動き一つ出来得ないと云ふ実に原
始的な神事で滅夢にない十年に一回位見る神事である
三.冠婚葬祭
冠婚葬祭の儀式又は方法は町のそれに倣つで別に変りはありませんがそれに用する料理の
材料取寄せが実に大掛りである親類縁者隣近所絶動員と云ふ儀で海の上手は海に山の上手
は山-川の上手は川に手配して有り余る程の材料を取寄せて作った料理は御客様はもとよ
り子供に至るまで山盛の御馳走を貰ふことを御主人の誇りとする傾向でありましたが時代
は斯様な賓浮を許す筈はない各方面から大いに改良されつつありますが手近に豊富な材料
があり行けば只で採れるので粗製でも御馳走が余り夢過ぎる感じがする
四.相互扶助
家屋の新築修理又は農耕祝祭事等に対する相互の扶助は実に立派なものである筆者は一昨
二十三年家屋の新築をしましたが材木の伐り出しから家屋の落成まで毎日十四､玉名以上
の人々が手侍って賞ふ両もノミ　カンナ　チヨノ等の道具も持参して大工様の仕事を手侍
って予想以上　工事も片付け何一つ心労せず無事に落成する事を得た外に飯米野菜其他必
要な品も樺山送って貰ひ経済面に非常に助かり家主は大工賃　木挽貸　釘代等僅少の支出
で大きな仕事を出来し得る現状で実に嬉しい風習である
玉.農耕と山刀
男が農耕に出る時必ず山刀を腰に差して出掛ける風習がありますが営地は田畑の周囲道路
の両側等殆んど山林である両も地味肥沃で雑草木の繁茂が移しい故に常に此の雑草木を切
り排ふ必要から山刀も無二の農具となって居るのである
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六.ヤーザライ
色々の迷信が樺山あるようですが衣には本誌に関連する一､二の例を記述いたします　田
圃に居る鷺(ヨ-ササーのこと)此の鷺が部落の上空で聾高く鳴き通る時は各戸共米梅臼
を叩くこれは何を意味するか存じませんが免角家事の前兆として火の用心をする　又烏が
何百羽も集って家の周囲の樹木に止り騒がしく鳴く時は其附近に死人が出る前兆と云ふて
殊に用心する犬が自家の門や或は高い所で遠方を眺めながら如何にも悲しいような長い軍
で鳴く時がある此の時は其の方位に凶悪の事が起る前兆として之又用心するのであります
が何れの場合もヤーザライと云ふ事をする　屋敷の内外を浜の白砂を撒布し浮め最後に門
口に之を撒布するのであるが吉凶の前兆をこの鳥や犬は知るや否戸は別問題として吉凶に
対する各人の日常の用心と云ふ事は最も必要と云ふ意味に於て此のヤーザライと云ふ事も
決して悪い習慣でないと息ふのである
七.ステユイ(袖結)
両方の袖を背中に引き寄せて両手が少々自由に動かせる程度にこれを藁の心で縛りつけた
姿がステユイである自分の心境ををこの服装で表す意で他人に対し是非共御詫びをせねば
済まぬ場合此の服装でその御宅を訪門するこの時訪門を受けた主人は如何なる事情があっ
てもその事件を許し或は幾分でも聞き入れると云ふ風習で余程の重大事にこの服装をなさ
れたものである而し羽織袴の流行と共にこのステユイは其の影を消したのである　従って
羽織　袴に代るべき殖服であった事が想像されるのである　今日雨乞に神司が神衣を着け
てこの袖緒で祈願され又ウヤミシャの場合もこのスチエイで御詫びの願が挙げられ尚黒島
口説にステユイ　ウスビバ等の文句が残されて居るのである
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